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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第７期中 第８期中 第９期中 第７期 第８期

会計期間

自平成17年
９月１日
至平成18年
２月28日

自平成18年
９月１日
至平成19年
２月28日

自平成19年
９月１日
至平成20年
２月29日

自平成17年
９月１日
至平成18年
８月31日

自平成18年
９月１日
至平成19年
８月31日

売上高 （千円） 280,123 373,892 446,269 649,446 762,103

経常利益 （千円） 71,551 97,795 136,954 149,872 240,750

中間（当期）純利益 （千円） 70,331 59,573 77,851 152,432 145,105

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 733,275 1,064,125 1,082,762 1,043,775 1,073,125

発行済株式総数 （株） 15,710 17,592 53,802 17,210 17,752

純資産額 （千円） 1,087,981 1,891,355 2,047,635 1,791,082 1,994,887

総資産額 （千円） 1,139,334 1,985,808 2,183,229 1,899,592 2,126,611

１株当たり純資産額 （円） 69,254.09 107,512.26 38,058.72 104,072.19 112,375.39

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） 4,956.57 3,435.46 1,455.66 9,951.40 8,304.11

潜在株式調整後１株当た

り中間(当期)純利益金額
（円） － 3,116.02 1,362.53 9,627.71 7,605.75

１株当たり配当額 （円） － － － － 2,500

自己資本比率 （％） 95.5 95.2 93.8 94.3 93.8

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 50,617 88,210 80,008 140,406 253,241

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △12,725 △62,829 △41,632 △442,696 △1,142,236

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 96,000 39,928 △24,836 713,453 57,802

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（千円） 985,376 1,327,956 444,993 1,262,647 431,454

従業員数 （人） 25（30） 30（25） 45（21） 30（24） 31（22）

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．第７期中の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、新株予約権の残高はあります

が、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．当社は平成19年９月１日付で、株式１株につき３株の株式分割を行っております。

６．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の期末雇用人員であります。臨時従業員にはパートタイマー、アルバイ

トを含み、派遣社員を除いております。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　 平成20年２月末日現在

従業員数（人） 45（21）

　（注） 従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の期末雇用人員であります。臨時従業員にはパートタイマー、アルバイトを

含み、派遣社員を除いております。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、設備投資が引き続き増加するなど、景気は概ね堅調に推移しておりました

が、米国のサブプライムローン問題に端を発する金融市場の混乱、原油価格や原材料価格の高騰などの影響により、

個人消費および景気の先行きに不透明感が増してきております。

　当社の事業領域であるインターネットの分野におきましては、ブロードバンド契約者数が2,830万人（対前年同月

比186万人増、平成19年12月末現在、総務省）、なかでもＦＴＴＨ（光ファイバーによる家庭向けのデータ通信サー

ビス）の契約者数が1,133万人（対前年同月比339万人増、同）となり、また、３Ｇ（第三世代携帯電話）の契約者数

が8,612万人（対前年同月比1,842万人増、平成19年12月末現在、(社)電気通信事業者協会）となるなど、ブロードバン

ド化・モバイル化が一段と進展しております。

　このような環境のなかで、当社は主力事業である「出前館事業」において、携帯電話の各キャリアにおける公式サ

イト化への取り組みなどモバイルユーザー向けサービスの強化や、個人経営の店舗、営業代理店と協力した首都圏

以外の地域の店舗に対する営業の強化、サイトの安定性向上など、引き続きオーダー数の増加及び店舗数の拡大に

よる加盟店・ユーザー双方へのサービス向上となる取り組みに注力いたしました。

　以上の結果、売上高446,269千円（前年同期比19.4％増）、営業利益130,748千円（前年同期比40.5％増）、経常利益

136,954千円（前年同期比40.0％増）、中間純利益77,851千円（前年同期比30.7％増）となりました。

＜出前館事業＞

　当中間会計期間末における会員数は約147万人、加盟店数は約7,900店舗、当中間会計期間におけるオーダー数は約

206万件と前年同期に比べてより多くの加盟店及びユーザーに「出前館」を利用していただくことができました。

また、ＮＴＴドコモの「iモード」、ＫＤＤＩの「ＥｚＷｅｂ」の公式サイトの「出前館」を公開するなど、ユーザー

の更なる掘り起こしに取り組んでおります。

　以上の結果、出前館事業の売上高は421,859千円（前年同期比25.0％増）となりました。

＜広告代理事業＞

　宅配時の販促物配布代行サービスにおきましては、これまでに受注した依頼主からのリピート案件の受注に加え

て、新たな依頼主からの受注ができましたが、配布範囲が首都圏に限られる案件が多く、配布枚数が伸び悩みまし

た。

　以上の結果、広告代理事業の売上高は8,528千円（前年同期比65.4％減）となりました。

＜駆けつけ館事業＞

　駆けつけ館事業におきましては、ユーザーが便利だと感じるような店舗数には達していないものの、引き続き加盟

店開発に注力した結果、売上高は15,882千円（前年同期比34.6％増）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ13,538千円増加し、

444,993千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、80,008千円となりました。これは主として税引前中間純利益133,806千円によるもの

であります。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は、41,632千円となりました。これは主として有形固定資産の取得による支出25,730千

円、無形固定資産の取得による支出20,408千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は、24,836千円となりました。これは新株予約権行使による新株の発行による増加

18,808千円があるものの、配当金の支払による減少43,645千円によるものであります。　
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当中間会計期間

（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前年同期比（％）

出前館事業 （千円） 421,859 25.0

広告代理事業 （千円） 8,528 △65.4

駆けつけ館事業 （千円） 15,882 34.6

合計 （千円） 446,269 19.4

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において新たに決定及び締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。ま

た、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、回収、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000

計 180,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発
行数（株）
（平成20年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年５月23日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 53,802 53,802
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
－

計 53,802 53,802 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成20年５月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び旧商法第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

平成16年10月４日開催臨時株主総会特別決議（平成16年10月19日開催取締役会決議）

　
中間会計期間末現在
（平成20年２月29日）

提出日の前月末現在
（平成20年４月30日）

新株予約権の数（個） 1,072 同左

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 3,216 同左

新株予約権の行使時の払込金額（円） 100,002 同左

新株予約権の行使期間 自　平成18年10月４日

至　平成26年10月３日
同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　 33,334

資本組入額　　 16,667
同左

新株予約権の行使の条件 （注）３ 同左

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取

締役会の承認を要する。
同左

代用払込みに関する事項 － －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す

る事項
－ －

　（注）１．当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとします。ただ

し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につい

て行われ、調整の結果生じる１株未満の端株については、これを切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換

を行い完全親会社となる場合または当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式

数の調整を行うことができるものとします。

２．本新株予約権発行後下記の各事由が生じたときは、下記の各算式により調整された１株当たりの払込み金額

（以下、「行使価額」という。）に各新株予約権の目的たる株式の数を乗じた額とします。なお、調整後の行

使価額は１円未満の端数を切り上げるものとします。
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①　当社が株式分割または株式併合を行う場合

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

②　当社が時価を下回る価額で新株を発行する場合または当社が時価を下回る価額で自己株式を処分する場合

（以下の算式において、新規発行には処分も含むものとし、その場合の１株当たり払込金額は１株当たり

処分価額と読み替えるものとします。）

　 　 　 　 既発行

株式数
＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後

行使価額
＝

調整前

行使価額
×

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、算式中の既発行株式数には当社が保有する自己株式を含みません。

３．新株予約権の行使の条件

①　新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合、相続人による本新株予約権の相続は認めないものとします。

②　新株予約権の割当を受けた者が権利行使時においても当社または当社子会社の取締役、監査役、執行役員及

び使用人の地位にあることを条件とします。

③　その他の条件については、株主総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

「新株予約権割当契約」に定めるところによります。

４．当社は、平成19年７月13日開催の取締役会決議に基づき、平成19年９月１日付で１株を３株とする株式分割

を行っております。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」

及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されており

ます。

平成17年８月15日開催臨時株主総会特別決議

（平成17年８月15日開催取締役会決議、平成18年２月17日開催取締役会決議）

　
中間会計期間末現在
（平成20年２月29日）

提出日の前月末現在
（平成20年４月30日）

新株予約権の数（個） 694 同左

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 2,082 同左

新株予約権の行使時の払込金額（円） 125,001 同左

新株予約権の行使期間 自　平成17年８月16日

至　平成27年８月15日
同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　  41,667

資本組入額　　　20,834
同左

新株予約権の行使の条件 （注）３ 同左

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡については取締役会の承

認を要する。
同左

代用払込みに関する事項 － －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す

る事項
－ －

　（注）１．当社が株式の分割または併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとします。ただ

し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につい

て行われ、調整の結果生じる１株未満の端株については、これを切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割または併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換

を行い完全親会社となる場合または当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式

数の調整を行うことができるものとします。
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２．本新株予約権発行後下記の各事由が生じたときは、下記の各算式により調整された１株当たりの払込み金額

（以下、「行使価額」という。）に各新株予約権の目的たる株式の数を乗じた額とします。なお、調整後の行

使価額は１円未満の端数を切り上げるものとします。

①　当社が株式分割または株式併合を行う場合

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

②　当社が時価を下回る価額で新株を発行する場合または当社が時価を下回る価額で自己株式を処分する場合

（以下の算式において、新規発行には処分も含むものとし、その場合の１株当たり払込金額は１株当たり

処分価額と読み替えるものとします。）

　 　 　 　 既発行

株式数
＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後

行使価額
＝

調整前

行使価額
×

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、算式中の既発行株式数には当社が保有する自己株式を含みません。

３．新株予約権の行使の条件

①　新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合、相続人による本新株予約権の相続は認めないものとします。

②　その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところ

によります。

４．当社は、平成19年７月13日開催の取締役会決議に基づき、平成19年９月１日付で１株を３株とする株式分割

を行っております。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」

及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されており

ます。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成19年９月１日

 （注）１
35,504 53,256 － 1,073,125 － 624,225

平成19年９月１日～

平成20年２月29日

 （注）２

546 53,802 9,637 1,082,762 9,637 633,862

　（注）１．株式分割（１：３）によるものであります。

２．新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年２月末日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ヤフー株式会社 東京都港区六本木６－10－１ 21,600 40.14

中村　利江 大阪市中央区 4,134 7.68

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２－１１－３ 3,833 7.12

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－１１ 3,457 6.42

株式会社光通信 東京都豊島区南池袋１－１６－１５ 3,414 6.34

日興シティ信託銀行株式会社（投

信口）
東京都品川区東品川２－３－１４ 850 1.57

阿部　夏朗 東京都中央区 843 1.56

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２－４－６ 576 1.07

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２－２－２ 501 0.93

浅野　秀則 東京都港区 450 0.83

株式会社フォーシーズ 東京都港区南青山５－１２－４ 450 0.83

計 － 40,108 74.54

　（注）　株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を切り捨てております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年２月末日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　53,802 53,742 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 53,802 － －

総株主の議決権 － 53,742 －

　（注）　「完全議決権（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が60株含まれております。なお、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれておりません。

②【自己株式等】

　 平成20年２月末日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年９月 10月 11月 12月 平成20年１月 ２月

最高（円） 88,000 132,000 121,000 122,000 138,000 156,000

最低（円） 61,700 74,000 98,800 103,000 101,000 110,000

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年９月１日から平成19年２月28日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成19年９月１日から平成20年２月29日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間会計期間（平成18年９月１日から平成19年２月28日まで）

の中間財務諸表について、並びに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間（平成19年９

月１日から平成20年２月29日まで）の中間財務諸表について、新日本監査法人により中間監査を受けております。

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　 1,327,956   1,444,993   1,431,454   

２．売掛金 　 104,436   114,629   99,403   

３．たな卸資産 　 43   1,553   －   

４．繰延税金資産 　 4,804   12,010   11,250   

５．その他 　 10,431   7,792   9,338   

貸倒引当金 　 △3,819   △1,879   △1,555   

流動資産合計 　  1,443,853 72.7  1,579,098 72.3  1,549,892 72.9

Ⅱ　固定資産 　          

(1）有形固定資産 ※１          

１．建物 　 2,902   8,616   5,292   

２．車両運搬具 　 800   －   639   

３．工具器具備品 　 25,296   52,217   29,669   

４．土地 　 －   310   310   

計 　 28,999   61,145   35,911   

(2）無形固定資産 　          

１．ソフトウェア 　 81,006   107,018   90,334   

２．その他 　 6,428   3,000   11,894   

計 　 87,435   110,019   102,229   

(3）投資その他の資産 　          

１．投資有価証券 　 5,000   5,000   5,000   

２．長期性定期預金 　 400,000   400,000   400,000   

３．破産更生債権等 　 94   610   537   

４．その他 　 20,519   27,966   33,578   

貸倒引当金 　 △94   △610   △537   

計 　 425,519   432,966   438,578   

固定資産合計 　  541,954 27.3  604,130 27.7  576,718 27.1

資産合計 　  1,985,808 100.0  2,183,229 100.0  2,126,611 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．未払金 　 66,944   54,516   29,712   

２．ポイント引当金 　 5,477   12,610   7,144   

３．その他 ※２ 22,030   68,466   94,865   

流動負債合計 　  94,453 4.8  135,594 6.2  131,723 6.2

負債合計 　  94,453 4.8  135,594 6.2  131,723 6.2

　 　          

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

(1）資本金 　  1,064,125 53.6  1,082,762 49.6  1,073,125 50.5

(2）資本剰余金 　          

１．資本準備金 　 615,225   633,862   624,225   

資本剰余金合計 　  615,225 31.0  633,862 29.0  624,225 29.3

(3）利益剰余金 　          

１．その他利益剰余
金

　          

繰越利益剰余金 　 212,005   331,009   297,537   

利益剰余金合計 　  212,005 10.6  331,009 15.2  297,537 14.0

株主資本合計 　  1,891,355 95.2  2,047,635 93.8  1,994,887 93.8

純資産合計 　  1,891,355 95.2  2,047,635 93.8  1,994,887 93.8

負債純資産合計 　  1,985,808 100.0  2,183,229 100.0  2,126,611 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  373,892 100.0  446,269 100.0  762,103 100.0

Ⅱ　売上原価 　  89,822 24.0  68,696 15.4  157,212 20.6

売上総利益 　  284,069 76.0  377,573 84.6  604,890 79.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　  190,992 51.1  246,824 55.3  375,859 49.3

営業利益 　  93,076 24.9  130,748 29.3  229,030 30.1

Ⅳ　営業外収益 ※１  5,493 1.5  6,870 1.5  12,624 1.6

Ⅴ　営業外費用 ※２  774 0.2  664 0.1  904 0.1

経常利益 　  97,795 26.2  136,954 30.7  240,750 31.6

Ⅵ　特別利益 ※３  14,475 3.8  － －  15,852 2.1

Ⅶ　特別損失 ※４  9,726 2.6  3,147 0.7  9,738 1.3

税引前中間（当
期）純利益

　  102,543 27.4  133,806 30.0  246,864 32.4

法人税、住民税及び
事業税

　 10,721   55,939   80,201   

法人税等調整額 　 32,249 42,970 11.5 14 55,954 12.6 21,557 101,759 13.4

中間(当期)純利益 　  59,573 15.9  77,851 17.4  145,105 19.0
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

　

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

その他
利益剰余金

利益剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成18年８月31日残高
（千円）

1,043,775 594,875 594,875 152,432 152,432 1,791,082 1,791,082

中間会計期間中の変動額        

新株予約権行使による新株の発行 20,350 20,350 20,350 － － 40,700 40,700

中間純利益 － － － 59,573 59,573 59,573 59,573

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

20,350 20,350 20,350 59,573 59,573 100,273 100,273

平成19年２月28日残高
（千円）

1,064,125 615,225 615,225 212,005 212,005 1,891,355 1,891,355

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

　

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

その他
利益剰余金

利益剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成19年８月31日残高
（千円）

1,073,125 624,225 624,225 297,537 297,537 1,994,887 1,994,887

中間会計期間中の変動額        

剰余金の配当 － － － △44,380 △44,380 △44,380 △44,380

新株予約権行使による新株の発行 9,637 9,637 9,637 － － 19,275 19,275

中間純利益 － － － 77,851 77,851 77,851 77,851

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

9,637 9,637 9,637 33,471 33,471 52,747 52,747

平成20年２月29日残高
（千円）

1,082,762 633,862 633,862 331,009 331,009 2,047,635 2,047,635

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

その他
利益剰余金

利益剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成18年８月31日残高（千円） 1,043,775 594,875 594,875 152,432 152,432 1,791,082 1,791,082

事業年度中の変動額        

新株予約権行使による新株の発行 29,350 29,350 29,350 - - 58,700 58,700

当期純利益 - - - 145,105 145,105 145,105 145,105

事業年度中の変動額合計（千円） 29,350 29,350 29,350 145,105 145,105 203,805 203,805

平成19年８月31日残高（千円） 1,073,125 624,225 624,225 297,537 297,537 1,994,887 1,994,887
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度の要約キャッシュ
・フロー計算書

（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

１．税引前中間（当期）純利益 　 102,543 133,806 246,864

２．減価償却費 　 10,973 22,426 29,362

３．貸倒引当金の増加額又は減少
額（△）

　 396 397 △1,424

４．ポイント引当金の増加額又は
減少額(△)

　 5,477 5,466 7,144

５．固定資産除却損 　 － 1,399 12

６．受取利息 　 △4,497 △6,862 △11,517

７．株式交付費 　 771 466 897

８．売上債権の減少額又は増加額
（△）

　 △6,860 △15,298 △2,270

９．たな卸資産の減少額又は増加
額（△）

　 △43 △1,553 －

10．支払債務の増加額又は減少額
（△）

　 △10,543 13,358 △16,066

11．その他 　 △11,207 △2,816 △4,542

小計 　 87,010 150,790 248,458

12．利息の受取額 　 4,550 8,876 9,540

13．法人税等の支払額 　 △3,350 △79,658 △4,758

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

　 88,210 80,008 253,241

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

１．定期預金の預入による支出 　 － － △1,000,000

２．有形固定資産の取得による支
出

　 △15,597 △25,730 △30,765

３．無形固定資産の取得による支
出

　 △47,775 △20,408 △104,422

４．その他 　 543 4,506 △7,048

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

　 △62,829 △41,632 △1,142,236

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

　    

１．株式の発行による収入 　 39,928 18,808 57,802

２．配当金の支払額 　 － △43,645 －

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

　 39,928 △24,836 57,802

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額又
は減少額（△）

　 65,309 13,538 △831,192

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 1,262,647 431,454 1,262,647

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末
（期末）残高

※ 1,327,956 444,993 431,454
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

１．有価証券の評価基準及び

評価方法

その他有価証券

時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用

しております。

その他有価証券

時価のないもの

同左

その他有価証券

時価のないもの

同左

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法

仕掛品

　個別法による原価法を採用して

おります。

仕掛品

同左

仕掛品 

同左

３．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物　　　　　　　　　15年

工具器具備品　　　４～６年

車両運搬具　　　　２～６年

(1）有形固定資産

　定率法を採用しております。

　なお、建物（建物付属設備を除

く）のうち平成10年４月１日以

降に取得したものについては、定

額法によっております。

　主な耐用年数は以下のとおりで

あります。

建物　　　　　　　15～39年

工具器具備品　　　４～10年

車両運搬具　　　  　  ６年

(1）有形固定資産

同左

　 (2）無形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用可

能期間（５年）に基づいており

ます。

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左

４．繰延資産の処理方法 株式交付費

　支出時に全額費用として処理して

おります。

株式交付費

同左

株式交付費

同左

５．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

　 (2）ポイント引当金

　顧客に付与されたポイントの使

用による費用発生に備えるため、

将来使用されると見込まれる額

を計上しております。

(2）ポイント引当金

同左

（2）ポイント引当金

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

 （追加情報）

　従来、顧客に付与されたポイン

トについては、ポイントの使用時

に費用として処理しておりまし

たが、会員数及び注文数が増加

し、ポイント残高の重要性が増し

たこと及び情報システムの整備

を行い、使用実績率を合理的に見

積ることが可能になったことか

ら、より適正な期間損益計算を行

うため、当中間会計期間より、使

用実績率に基づき当中間会計期

間末以降に使用されると見込ま

れる額をポイント引当金として

計上しています。これに伴い、前

事業年度末の残高に対する引当

額を一括して特別損失に計上し

ております。この結果、従来の方

法に比べ営業利益及び経常利益

が3,376千円、税引前中間純利益

が5,477千円それぞれ減少してお

ります。 

― （追加情報）

  従来、顧客に付与されたポイン

トについては、ポイントの使用時

に費用として処理しておりまし

たが、会員数及び注文数が増加し

ポイント残高の重要性が増した

こと及び情報システムの整備を

行い使用実績率を合理的に見積

もることが可能になったことか

ら、より適正な期間損益計算を行

うため、当事業年度より、使用実

績率に基づき当事業年度末以降

に使用されると見込まれる額を

ポイント引当金として計上する

方法に変更いたしました。これに

伴い、前事業年度末の残高に対す

る引当額を一括して特別損失に

計上しております。この結果、従

来の方法に比べ営業利益及び経

常利益が5,043千円、税引前当期

純利益が7,144千円それぞれ減少

しております。

６．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

７．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同左 同左

８．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

消費税等の処理方法

　消費税等の会計処理は、税抜方式

によっております。

消費税等の処理方法

同左

消費税等の処理方法

同左

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

― ―  固定資産の減価償却方法の変更

　当事業年度から、法人税法の改正に

伴い、平成19年４月１日以降に取得し

た固定資産については、改正後の法人

税法に規定する方法により、減価償却

費を計上しております。

　なお、この変更による損益に与える

影響は軽微です。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年２月28日）

当中間会計期間末
（平成20年２月29日）

前事業年度末
（平成19年８月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

　 18,568千円 　      34,711千円 　       26,376千円

※２．消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺

のうえ、金額的重要性が乏しいため、流動

負債の「その他」に含めて表示しており

ます。

※２．消費税等の取扱い

同左

※２．　　　　　　　－

　

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの

受取利息 4,497千円 受取利息      6,862千円 受取利息      11,517千円

※２．営業外費用のうち主要なもの ※２．営業外費用のうち主要なもの ※２．営業外費用のうち主要なもの

株式交付費 771千円 株式交付費    466千円 株式交付費       897千円

※３．特別利益のうち主要なもの ※３．　　　　　　　－ ※３．特別利益のうち主要なもの

違約金収入 14,475千円  違約金収入       14,475千円

※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの

プロジェクト中止損失 7,625千円

過年度ポイント引当金

繰入額
2,101千円

建物付属設備除却損      845千円

車両運搬具除却損      554千円

事務所移転費用      1,600千円

プロジェクト中止損失 7,625千円

過年度ポイント引当金

繰入額
2,101千円

　５．減価償却実施額 　５．減価償却実施額 　５．減価償却実施額

有形固定資産 5,506千円

無形固定資産 5,279千円

有形固定資産      9,808千円

無形固定資産      12,618千円

有形固定資産       13,730千円

無形固定資産      15,632千円

（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 17,210 382 ― 17,592

合計 17,210 382 ― 17,592

自己株式     

普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―

　（注）　普通株式の当中間会計期間増加株式数382株は、新株予約権行使によるものであります。

２．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     
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前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

普通株式（注） 17,752 36,050 ― 53,802

合計 17,752 36,050 ― 53,802

自己株式     

普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―

　（注）　普通株式の当中間会計期間増加株式数36,050株は、株式分割による新株の発行による増加35,504株及び新株予約

権行使による新株の発行による増加546株によるものであります。

２．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成19年11月27日

定時株主総会
普通株式 44,380 2,500  平成19年８月31日 平成19年11月28日

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

発行済株式     

　普通株式（注） 17,210 542 ― 17,752

合計 17,210 542 ― 17,752

自己株式     

　普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―

（注）　普通株式の当事業年度増加株式数542株は、新株予約権の権利行使によるものであります。

２．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 次のとおり、決議しております。

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成19年11月27日

定時株主総会
普通株式 44,380 利益剰余金 2,500  平成19年８月31日 平成19年11月28日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関

係

（平成19年２月28日現在） （平成20年２月29日現在） （平成19年８月31日現在）

　 （千円）

現金及び預金 1,327,956

現金及び現金同等物 1,327,956

　 （千円）

現金及び預金 1,444,993

預入期間が３か月を超

える定期預金
△1,000,000

現金及び現金同等物 444,993

　 （千円）

現金及び預金 1,431,454

預入期間が３か月を超

える定期預金
△1,000,000

現金及び現金同等物 431,454

（リース取引関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当たりの金額が少額なリース取引のため、中間財務諸表等規則第５条の

３の規定により記載を省略しております。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当たりの金額が少額なリース取引のため、中間財務諸表等規則第５条の

３の規定により記載を省略しております。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当たりの金額が少額なリース取引のため、財務諸表等規則第８条の６第

６項の規定により記載を省略しております。
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（有価証券関係）

前中間会計期間末（平成19年２月28日）

　時価評価されていない主な有価証券の内容

 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 5,000

当中間会計期間末（平成20年２月29日）

　時価評価されていない主な有価証券の内容

 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 5,000

前事業年度末（平成19年８月31日）

　時価評価されていない主な有価証券の内容

 貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 5,000

（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

当中間会計期間に付与したストック・オプションがないため、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

当中間会計期間に付与したストック・オプションがないため、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

１．ストック・オプションの内容

　 新株予約権① 新株予約権③ 新株予約権④ 新株予約権⑤

付与対象者の区分及び

数

当社役員　 　 4名

当社従業員 　13名
外部協力者 　 1名

当社役員　　　5名

当社従業員　　7名

外部協力者 　 2名

当社役員　　 　3名

当社従業員　　13名

ストック・オプション

数（注）
普通株式　1,620株 普通株式 　　30株 普通株式 　 890株 普通株式　　　90株

付与日 平成16年11月１日 平成17年3月１日 平成17年８月15日 平成18年２月17日

権利確定条件
付されておりませ

ん。

付されておりませ

ん。

付されておりませ

ん。

付されておりませ

ん。

対象勤務期間 定めておりません。 定めておりません。 定めておりません。 定めておりません。

権利行使期間
自平成18年10月４日

至平成26年10月３日

自平成17年３月１日

至平成25年２月28日

自平成17年８月16日

至平成27年８月15日

自平成17年８月16日

至平成27年８月15日

権利行使価格　 （円） 100,000 100,000 125,000 125,000

公正な評価額(付与日)

（円）
－ － － －

　（注）　株式数に換算し記載しております。

（持分法損益等）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

前事業年度
（自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日）

１株当たり純資産額 107,512.26円

１株当たり中間純利益

金額
3,435.46円

潜在株式調整後１株当

たり中間純利益金額
3,116.02円

１株当たり純資産額 38,058.72円

１株当たり中間純利益

金額
1,455.66円

潜在株式調整後１株当

たり中間純利益金額
1,362.53円

１株当たり純資産額 112,375.39円

１株当たり当期純利益

金額
8,304.11円

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額
7,605.75円

 　当社は、平成19年９月１日付で普通株

式１株につき３株の割合をもって株式

分割を行いました。当該株式分割が前

期首に行われたと仮定した場合の平成

19年２月中間期及び平成19年８月期の

１株当たり情報は、それぞれ以下のと

おりとなります。

前中間会計期間 前事業年度

１株当たり純資

産額

35,837.42円

１株当たり純資

産額

37,458.46円

１株当たり中間

純利益金額

1,145.15円

１株当たり当期

純利益金額

2,768.04円

潜在株式調整後

１株当たり中間

純利益金額

1,038.67円

潜在株式調整後

１株当たり当期

純利益金額

2,535.25円

 

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

(自　平成18年９月１日
至　平成19年２月28日)

当中間会計期間
(自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日)

前事業年度
(自　平成18年９月１日
至　平成19年８月31日)

中間（当期）純利益（千円） 59,573 77,851 145,105

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
59,573 77,851 145,105

普通株式の期中平均株式数（株） 17,340 53,482 17,473

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）

純利益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） － － －

普通株式増加数（株） 1,777 3,655 1,604

（うち新株予約権（株）） (1,777) (3,655) (1,604)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益金額

の算定に含めなかった潜在株式の概要

─ ─ ─
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（重要な後発事象）

前中間会計期間（自　平成18年９月１日　至　平成19年２月28日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

　該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）

　当社は、平成19年７月13日開催の取締役会決議に基づき、平成19年９月１日付をもって、下記のとおり株式分

割を行っております。

(1)株式分割の目的

　株式分割により投資単位を引下げ、より幅広い投資家の皆様に保有していただくとともに、当社株式の流動

性の向上を図ることを目的としております。

(2)株式分割の概要

　①分割の方法

　平成19年８月31日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主の所有普通株式１株に

つき、３株の割合をもって分割いたします。

　②分割により増加する株式数 

株式分割前の当社発行済株式総数 17,752株

今回の分割により増加する株式数 35,504株

株式分割後の当社発行済株式総数 53,256株

(3)効力発生日　　　　平成19年９月１日

(4)配当起算日　　　　平成19年９月１日

(5)新株券交付日　　　平成19年10月22日

(6)当社が発行する株式の総数の増加

　平成19年９月１日付をもって当社定款を変更し、発行可能株式総数を120,000株増加させ、180,000株といた

します。

当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前期における１株当たり情報及び当期首に行われたと仮

定した場合の当期における１株当たり情報はそれぞれ以下のとおりとなります。

前事業年度

（自　平成17年９月１日

至　平成18年８月31日）

当事業年度

（自　平成18年９月１日

至　平成19年８月31日）

 １株当たり純資産額  34,690円73銭  １株当たり純資産額  37,458円46銭

 １株当たり当期純利益金額  3,317円13銭  １株当たり当期純利益金額  2,768円04銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
 3,209円23銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額
 2,535円25銭

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第８期）（自　平成18年９月１日　至　平成19年８月31日）平成19年11月28日近畿財務局長に提出。

(2）有価証券報告書の訂正報告書

　平成20年１月11日近畿財務局長に提出。

　平成19年11月28日提出の有価証券報告書に係る訂正報告書であります。

(3）有価証券報告書の訂正報告書

　平成20年４月11日近畿財務局長に提出。

　平成19年11月28日提出の有価証券報告書に係る訂正報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成19年５月24日

夢の街創造委員会株式会社  

 取締役会　御中    

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 西野　秀一　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 増田　　豊　　印

　当監査法人は、証券取引法第１９３条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている夢の街

創造委員会株式会社の平成18年９月１日から平成19年８月31日までの第８期事業年度の中間会計期間（平成18年９月１日

から平成19年２月28日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書

及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

夢の街創造委員会株式会社の平成19年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成18年９月

１日から平成19年２月28日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に添付

する形で別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年５月13日

夢の街創造委員会株式会社  

 取締役会　御中    

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 西野　秀一　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 増田　　豊　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松村　　豊　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる夢の街創造委員会株式会社の平成19年９月１日から平成20年８月31日までの第９期事業年度の中間会計期間（平成19

年９月１日から平成20年２月29日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等

変動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

夢の街創造委員会株式会社の平成20年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年９月

１日から平成20年２月29日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に添付

する形で別途保管しております。
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